研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　　南山苑　通所リハ　　　　職　種　　介護員　　　氏　名　　　土岐大介

	期　　間　　平成　23　年　　10月　　16日　～　平成　　23年　10　月　　16日

	出張目的　　青森県長寿研究会

	出 張 先　　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞
今回、通所リハＧでは東日本大震災の際に、私たちが震災時にどういった行動をしたのか、そこから何を学び今後どうしていくかを発表させていただきました。今回の震災を通して他事業所との連携の強化や利用者やその家族が何を望んでいるのかを改めて理解することの出来る機会となり、今後さらに通所としての役割を果たす為に何をすればよいのか明確になったと思います。また県内の様々な施設からの発表を傾聴し、看護師、言語聴覚士、栄養士といった各職種が高齢者のために新たなケア方法を試んでいると感じました。私たちも知識や技術についても勉強していかなければならないと感じました。また、同じ通所リハビリの事業所の発表を聞くことも出来、今後に役立てたいと感じています。

「一般演題」

事業所移転に伴う利用者の変遷について

社会福祉法人平元会　デイサービスセンターあかしや　　管理者　崎野　隆先生

（初めに）Ｈ12年4月1日　特養に併設されるデイサービスとして定員20名でスタート

　　　　　Ｈ22年1月18日　市内に単独デイサービスとして移転開業

　　　　　Ｈ22年7月1日　定員20名から30名に変更

（目的）介護保険施行前より青森市の高齢者福祉政策の一環として入浴サービスを実施していた。介護保険施行後も障害のデイサービスも並行して実施している。土地柄、公共交通のアクセスにあまり利便性が無く、またイメージとして山間部のイメージが強く「遠いところ」が先行して稼働率もあまりよくなかった。

（対象）現状サービス利用者及び介護保険対象者。障害サービス適応者

（方法）事業所移転後、利用者へアンケート実施ならびにサービス内容変更と質の確保。所属町会との関係性の構築。

（結果）地理的には市内中心部に位置し、交通の利便性は格段に上がったものの、利便性を向上させても「近いから利用する」ではなかった。結果的にサービスの特徴となるものや質が問われている。今後は何か特徴となるサービスと質を維持向上しつつ、利用率を向上させるため是までのノウハウや柔軟な対応と共に、地域の拠点となるような関係作りが必要と考える。

＜考察＞

　現在当施設を利用されている方の中には遠方から利用されている方もおり、施設までの距離ではなく

その施設が取り組んでいる内容などに目を向けられているのだと感じた。

また、「あかしや」ではマッサージ師がおりそれを目的に利用されているかも多いそうで、その施設独自の物を１つや２つあるほうが今後の南陽館での利用率向上に繋がるのではないかとかんがえます。

「一般演題」

　　　　　引きこもり認知症高齢者の支援に関する考察

　　　　　介護老人保健施設　カトレア　　支援相談員　　　長内　龍一郎先生

　（はじめに）近年、高齢者の引きこもりが「認知症の進行」や「自殺」、もしくは「家族介護の見守りの重責」など数多くの課題が関連する社会問題のひとつとして取り上げられている。もちろんこのような高齢者を担当されている介護支援専門員も、悩みの種として抱えている問題であり、当デイケアが関係した事例からデイケアスタッフ、ケアマネージャー、包括支援センターがアプローチし「利用者・御家族にどのような気持ちの変化があったのか」を報告いたします。

　（症例）・「目が離せない」・「食べたくない」・「どこに相談すればいいの」

　（考察）これらの取り組みによって、利用者やご家族に笑顔が増え、心のゆとりが生まれた本人・ご家族共に引きつづき在宅生活を送れるという声が聞かれました。今後は自分の生活を重視する世代の方が利用対象者になっていく為、今まで以上に他者との交流を拒んだり、して引きこもる傾向の方も増えると予想しています。その中で、どのようにして家から引きだすのか、引き出したあと、継続して利用していただけるかは、利用者や家族背景・人間関係を「知る・理解する・共感する」取り組みが必要であると痛感しました。

＜考察＞

　この取り組みは引きこもりの認知症高齢者を理解しようということ、また自分だけではなく他事業所の協力も必要である。今後迎える超高齢化社会のなかでいかに他事業所、家族と連携し、本人の事をどれだけ理解できるかが重要になってくるのではないかとかんがえます。

「一般演題」東日本大震災に学ぶ　震災時の通所利用者に対する支援のあり方

　　　　　　介護老人保健施設　南山苑　　介護員　　土岐　大介

（内容）3.11に起こった震災時に私たちが行動したことから見えてきた課題と、今現在の取り組みについて発表しました。

【震災時及びその後の対応】

1、自宅への送迎、独居者や帰宅困難な方への対応。

　　ご家族へ随時連絡をとり送迎、独居者やご家族から要望があった方は南山苑へショートステイ対応とした。

2、利用されていなかった独居者や連絡のとれない方への自宅訪問を行い安否確認実施。

　　そのうち避難所へ3名の方を誘導実施。

３、ケアマネージャー等関係機関と連絡がとれない状況にあった為、職員が事業所へ行き、利用者について情報交換・共有を実施。

４、通所営業を行う為、利用者・ご家族へ利用希望確認、燃料確保、サービス内容の一時変更等検討し営業を再開。

５、利用者と職員の居住ＭＡＰ作成し、他事業所や御家族へ配布。

【課題と取り組み】

○震災時等、通所営業を継続する為に必要な環境の見直し・整備

○他事業所との情報共有・連携体制作り

○利用者の安否確認方法

【考察】

震災時に、他事業所と連絡が途絶え利用者の安否確認や利用者の情報を共有できずに単独での行動になってしまい、各事業所との連携の強化・通所としての役割について考えさせられた。事前に他事業所を交え役割分担し行動することが、迅速な利用者の安全確認や対応に繋がっていくと考えられる。また、震災後利用者・御家族より利用を希望する声があがり、サービス内容を一部変更し営業を再開した。今までに感じたことのないような不安を抱えた中、通所利用を希望して下さった方にとって、友人と会話ができる、気分転換を図ることができる場としての通所の役割を再認識することができた。想定外の事態が行った際も安定し継続したサービスを提供できるよう努めていくよう環境を整備し取り組んでいる。今後、さらに高齢者やその家族を最大限サポートする場所として活動していきたい。　

また、震災時の営業時に一番必要な物はなんですかという質問があり、やはり通所を行う上では利用者の送迎がまず出来ないと、利用者が利用することも出来ないので燃料が一番大切だとおもい今後も取り組んで行きたいと考えています。
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